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業　務　分　析　報　告
適切な役割分担が可能になることである。この制度
を活用し，母児の安全を守るために部署全体の周産
期ケアの向上に役立てたいと考えた。病院として助
産師ラダーに取り組む方針を確認し，体制づくりで
はプロジェクトチームを立ちあげた。申請する過程
においては，初めての取り組みであり目標面接で不
安を感じているスタッフが多かったため，管理者自
らが手本となり積極的な姿勢を示すことや全面的な
サポートをすることによりスタッフの不安を軽減す
ることができた。個々の助産師がクリニカルラダー
のレベルごとの目標に到達しステップアップするた
めには，助産師自身の学習や技術習得に向けた自己
研鑽と同時に，管理者が教育支援の環境を整えるこ
とが重要である。自律して助産実践ができる助産師
の認証はよりよい助産ケアを提供できる質の保証に
つながり，助産師ラダー申請の取り組みは部署全体
の周産期におけるケアの向上につながると考える。
【おわりに】
　今後は，アドバンス助産師の活用について検討
し，さらなる助産実践能力の向上に努めて行きた
い。
（本論文の要旨は平成28年10月14日，15日　第57回
日本母性衛生学会総会・学術集会で発表した）
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